
令和６年度 第２回「グループホーム鈴の家」運営推進会議次第 

 

日時：令和６年７月２１日（日） 

１０：００～ 

場所：グループホーム鈴の家フロア 

１．ご挨拶 

２．参加者紹介 

３．議題 

〇活動報告について 

・グループホーム鈴の家の活動報告（５月、６月） ☆スライド上映 

〇身体的拘束等廃止委員会 

・業務改善会議での研修ですが、スピーチロックについての研修を行いました（別紙資料

参照ください）。今後も新しい内容を取り入れながら、虐待及び身体拘束廃止にむけて研

修を行っていきたいと思っています。 

〇ケアにおける実践取り組みなどについて 

・今回は水分摂取量をアップさせるための取り組みについてです。 

  日頃の水分摂取はとても大切で、しっかり管理しなければいけない課題となっていま

す。水分不足になると、口唇、舌の乾燥、食欲低下や脱力、血圧低下や意識障害など

の症状がでてくることもあります。ただ、高齢になると「飲み過ぎるとトイレばっか

り行くで飲みたくない」というような声がたくさん聞かれ、飲み控えされる方が多い

です。「飲んでくださいね」と何度も勧めることがストレスに繋がったり、「嫌々飲ま

されている」という感情になってしまうと逆効果になることもあります。 

  今現在取り組んでいる例の１つとして、痰を自力で排出することが困難で、窒息に繋

がる危険がある方に、少しでも水分摂取量をアップしてもらい、痰が絡みにくい状況

を作る事を目標にしています。居室におられる時にコップ１杯のお茶を目の前のテー

ブルに置いておき、「いつでも好きなタイミングで飲める」環境を作ったところ、水分

摂取量が大幅にアップしました。些細なことかもしれませんが、強要するのではなく、

自然な形で飲んでもらえるような取り組みも大切な課題の１つです。 

  これから本格的に暑い夏がやってきますので、脱水にならないよう様々な工夫で乗り

切りたいと努めています。 

 

〇その他 

・ご利用状況について（別紙資料を参照ください） 

 

〇意見交換 

 

 

次回の運営推進会議は 

令和６年 ９月２９日（日）１０：００から予定しております。 

どうぞ宜しくお願いします。 



令和６年度 第２回 グループホーム鈴の家 運営推進会議 議事録 

日時：令和６年 ７月２１日(日) １０：００～１０：４０ 

場所：グループホーム鈴の家 

田原町自治会長 出路・田原町民生委員 地域包括支援センターいなえ  

H 様 × K 様 〇 M 様 ○ 

グループホーム鈴の家・入居者ご家族・その他 

K 様 ○ N 様 〇     

グループホーム鈴の家・入居者 

A 様 ○ B 様 ○ C 様 ○ D 様 ○ 

E 様 ○ F 様 ○ G 様 ○   

   

代表取締役・兼計画作成担当者 通所系サービス部長 管理者・責任者 管理者・責任者補佐 

鈴木 則成 〇 金戸 保之 ○ 片山 宜彦 ○ 山形 舞 〇 

介護職員 計画作成担当者 

根本 全代 × 藤田 智美 × 林 樹音 × 堀江 一美 × 

吉田 和代 〇 藤村 弥生 × 阪東 千香子 ×   

 

１．挨拶・運営推進会議開催にあたって（鈴木） 

 

 

２．参加者紹介 

 

 

３．議題 

・活動報告（山形） 

５・６月の活動報告をスライドにしてプロジェクターにて投影しながら説明しました。 

 

・身体的拘束等廃止委員会（片山） 

業務改善会議において身体的拘束等廃止の研修を行ったことを報告し、研修資料を配布しました

（次第資料参照）。 

 

・ケアの取り組みについて（片山） 

水分摂取について次第内容を説明しました（次第資料参照）。 

 

・その他（片山） 

利用状況について次第内容を説明しました（次第資料参照）。 

 

 

・意見交換 

K 様 

すでに暑くなってきている中で、水分摂取の取り組みをされていて安心した。暑くなっても外出なども

多く連れて行ってもらえて嬉しく思っている。 

 

N 様 

色々な行事に参加させてもらい、出来る事をさせてもらっていて良かった。 

 

 



M 様 

会議の参加は今回が初めてだった。活動報告で季節感のある行事や外出をされていることがよくわ

かった。ヒヤリハットや事故報告についての検討周知はどうされているか知りたい。 

→運営推進会議の場でも過去に取り上げていますので、過去資料もご参考ください。 

ヒヤリハット、事故報告について、まず事象が起こった時点で、その原因や要因、どうすれば良か

ったのか、今後どうしていくのかなどを随時検討して書類を作成し周知徹底できるようにしていま

す。報告書を半期に一度、報告内容の分析と再検討する事で振り返りも行っています。 

 

K 様 

季節感のある行事などが多く、普段の我々の生活よりも充実しているように思う。ヒヤリハットや事

故報告などの取り組みもしっかりされており、緊張感を持って仕事をされていると思う。いつもながら

好感の持てる施設だと感じている 

 

入居者様（F 様） 

いろいろな取組みが自分たちの為だとわかり、ありがたく思っている。 

ここでの生活に不満や不安はないと感じている。 

 

 

 

スタッフの感想 

・活動報告のスライドの写真が多すぎるので、もう少し検討して減らしていきたいと思います。 

・会議中、特に活動報告においてバックミュージックなどを流しても良いと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

次回の開催日の確認 令和６年 ９月２９日１０：００～開催予定 

 

 

 

☆ご家族はそのまま面会をされていました。 

☆初めて参加された方においては、施設の説明を行いました。 

 

以上 

 


